
―医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読みください。― 
2011 年 1 月 

 
鶴原製薬株式会社  

 
ボラボミン錠・坐剤 使用上の注意改訂のお知らせ 

 
拝啓、時下益々ご清祥の段お慶び申し上げます。 
平素は弊社製品に対し格別のお引き立てを賜り厚く御礼申し上げます。 
この度、弊社製品であるボラボミン錠 25mg、同坐剤 12.5mg/25mg/50mg の使用上の注意を下記のとおり自主改訂致しましたので

ご連絡申し上げます。 
今後のご使用に際しましては、新しい〔使用上の注意〕をご参照下さいますようお願い申し上げます。 

敬具 
 

記 
 

◆「（３）副作用の２）併用注意」の項を下記のとおり改訂致します。（下線部改訂箇所） 
改     訂     後 改     訂     前 

２）併用注意 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 
CYP2C9を阻害す

る薬剤 
ボリコナゾール等 

本 剤 の Cmax と

AUC が増加すること

がある。 

これらの薬剤は本剤の代謝酵

素である CYP2C9 を阻害す

る。 
ニューキノロン系

抗菌剤 【略】 

リチウム 
強心配糖体 
メトトレキサート 

【略】 

アスピリン 
 

相互に作用が減弱さ

れることがある。 
 

アスピリンは本剤の血漿蛋白

結合を減少させ、血漿クリア

ランスを増加させることによ

り、その血中濃度を減少させ

る。逆に、本剤により、アスピ

リンの尿中排泄量が増加する

との報告がある。 
 消化器系の副作用を

増強させるおそれが

ある。 

両剤とも消化管の障害作用を

もつため、併用した場合その影

響が大きくなるおそれがある。

非ステロイド性消

炎鎮痛剤 
【略】 

副腎皮質ステロイド

剤 【略】 

降圧剤 【略】 
利尿剤 【略】 
カリウム保持性利

尿剤 
スピロノラクトン 
カンレノ酸 

抗アルドステロン剤 
エプレレノン 

これらの薬剤の作用

を減弱させることが

ある。また、腎機能

障害患者における重

度の高カリウム血症

が発現するおそれが

ある。 

プロスタグランジン産生が抑

制されることによって、ナト

リウム貯留作用による降圧作

用の減弱、カリウム貯留作用

による血清カリウム値の上昇

が起こるとかんがえられる。

危険因子：腎機能障害 
抗凝血剤及び抗血

小板薬 
ワルファリン、レビパ

リン、クロピドグレル、

エノキサパリン等 

出血の危険性が増大

するとの報告があ

る。血液凝固能検査

等出血管理を十分に

行う。 

本剤の血小板機能阻害作用と

これらの薬剤の作用により、

出血の危険性が増大する。 

シクロスポリン シクロスポリンによ
る腎障害を増強する
との報告がある。腎
機能を定期的にモニ
ターしながら慎重に
投与する。 

機序は十分解明されていない
が、本剤はシクロスポリンに
よる腎障害に対して保護的な
作用を有するプロスタグラン
ジンの合成を阻害し、腎障害
を増大すると考えられる。

 高カリウム血症があ
らわれるおそれがあ
るので、血清カリウ
ム値に注意すること。

高カリウム血症の副作用が相
互に増強されると考えられ
る。 

コレスチラミン 【略】 
選択的セロトニン
再取り込み阻害剤 【略】 

 

２）併用注意 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 
 

【現行記載なし】 
 

ニューキノロン系

抗菌剤 【略】 

リチウム 
強心配糖体 
メトトレキサート 

【略】 

アスピリン 
 

１）相互に作用が減

弱されることがあ

る。 
２）消化器系の副作

用を増強させるお

それがある。 

１）アスピリンは本剤の血漿蛋

白結合を減少させ、血漿クリ

アランスを増加させることに

より、その血中濃度を減少さ

せる。逆に、本剤により、アス

ピリンの尿中排泄量が増加

するとの報告がある。 
２）両剤とも消化管の障害作用を

もつため、併用した場合その影

響が大きくなるおそれがある。 
非ステロイド性消

炎鎮痛剤 
【略】 

副腎皮質ステロイド

剤 【略】 

降圧剤 【略】 
利尿剤 【略】 

 
 
 

【現行記載なし】 
 
 

 
抗凝血剤及び抗血

小板薬 
ワルファリン、レビパ

リン、クロピドグレル

出血の危険性が増

大するとの報告が

ある。血液凝固能検

査等出血管理を十

分に行う。 

本剤の血小板機能阻害により、

出血の危険性が増大する。 

シクロスポリン シクロスポリンに
よる腎障害を増強
するとの報告があ
る。腎機能を定期的
にモニターしなが
ら慎重に投与する。 
 
 
 
 

機序は十分解明されていない
が、本剤はシクロスポリンに
よる腎障害に対して保護的な
作用を有するプロスタグラン
ジンの合成を阻害し、腎障害
を増大すると考えられる。 

コレスチラミン 【略】 
選択的セロトニン
再取り込み阻害剤

【略】 
  

以 上 


